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次を見据えて、今をコントロールできる
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高精度な衛星測位は
高精度で、新鮮な地図を要求する。

（X,Y,Z,T）

実際の道路

データ上の道路

2010年には、100機以上

の測位衛星が存在し、新し
い周波数帯の威力により、
一瞬にcmオーダーの測位
が可能に。
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位置情報把握における環境変化や電波の多様化

■ 測位情報を受信可能なデバイスの普及拡大及び電波の多様化 （参考５，６）

販売台数2830万台（2007年9月）。安価なＰＮＤ（Personal Navigation Device）が2006
年頃から出現し、高価格帯のカーナビとの競合が生じている。

カーナビゲーション・・・

・２００７年４月以降の第３世代携帯電話へのGPS機能の義務化がなされた。
・携帯電話の買い替えサイクルが平均約３年であることを考えると、５年もするとほとん
どの携帯電話保有者はＧＰＳ機能付き携帯電話を持つことになる。

・さらに、現在総務省で検討されている小型基地局の設置に係る規制緩和が今秋に予
定されており、これを受けて基地局が増加し、これまで電波の届きにくかった屋内でも
通信が確保されると期待できる。

・携帯電話の保有率も継続して上昇しており、２０１５年までには１００％に達すると予想
される。

ＧＰＳ機能付き
携帯電話

・・・

携帯に適したＢ５版ノートＰＣやＰＤＡの販売も拡大しており、ビジネス利用における個
人所有のモバイルＰＣは増加している模様。これらのモバイルＰＣには、無線ＬＡＮ機能
を有しており、例えば地下鉄構内などでもインターネットに接続できるなど、徐々に無線
利用できる範囲が拡大している。２０１５年までには９０％に達すると予想される。

モバイルＰＣ ・・・

携帯ゲーム機が我が国では普及が進んでおり、現在の国内販売台数は約３０００万
台。ＧＰＳ機能を付与してゲームソフトも開発されており、今後さらなる普及が予想され
る。

ＧＰＳ機能付き携
帯ゲーム機

・・・

・位置情報把握を活用したビジネス発展の土台が出来つつある。

・さらに今後、個人の発信する電波情報の活用も予想されるが、どのように社会的に

それを活用するかが今後重要になっていく！
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「衛星測位＋地理空間情報」の
産業的な広がり

どこでも簡単に
同じ基準で、位
置がわかる．

衛星測位

基盤地図

Googleに替わ

る検索サービス
が実現

災害・緊急時の即
時情報共有が可
能になる
Č救急・救助、復
旧・復興が高度化

位置と周辺地図を
頼りに「ロボット」
が動ける．

個別「サービス」
の連携により高
次・総合サービス
が実現

必要な情報を
すぐ探せる

多数の情報を

重ね合わせること
ができる．

地方行政の効
率向上、住民
へのワンストッ
プサービスに
つながる

自動車の安全
運転支援
（次世代ITS)

災害救援、高齢
者支援ロボットな
どの実現

屋内空間は？

屋内空間は？

ICTČIRT

うまく回るか?
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屋外から屋内へ：シームレス測位
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